
 

 

 

 

 

                                                    

  新型コロナウイルスの３つの顔    校長 〇〇 〇〇 
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  埼玉県に緊急事態宣言が発令されてから２か月が経ちました。感染者数は減少傾向に

ありますが、これから冬を迎えるにあたりまだまだ安心はできない状況です。学校では、

感染防止対策を徹底しつつ教育活動を継続できるよう努めています。先日は生徒朝会を

オンラインで実施しました。また家庭に持ち帰ったタブレットとの接続確認のためのク

ラス会議も実施しました。接続等改善点が多々ありますが、試行錯誤を繰り返しながら

ICT教育の推進にも努めていきます。 

 新型コロナウイルス感染症は感染防止のため人との物理的な距離（ソーシャルディス

タンス）をとらなければなりませんが、人との心の距離まで遠ざけてしまってはいけま

せん。 

 新型コロナウイルス感染症に関係して、様々な立場の人たちが傷つけられている言動

が見聞きされています。病院等で感染のリスクを背負いながらも、治療に当たっている

医師の方々や看護師さんにはお礼の言葉しか考えられません。医療関係者に限らず、厳

しい状況の中、人のために汗を流してくださっている方がたくさんいます。 

 検査を受けた方、感染してしまった方、病気の広がりを予防するために働いている方、

そして、それぞれの家族の方、みんな新型コロナウイルスという見えない敵と勇敢に戦

い、立ち向かっている人たちです。このような人たちを傷つけるような言動や言葉は、

決してあってはなりません 

 コロナウイルスの３つの顔 

（日本赤十字社より） 

第１の顔   病気そのもの 

  

第２の顔   不安と恐れ 

 見えない、よく分からいので私たち

の心でふくらみ、気づく力・聴く力・

自分を支える力を弱め、不安を伝染さ

せます。 
 

                       

 

 

 

 

                

      

第３の顔   嫌悪・偏見・差別    

不安や恐れがウイルスに感染している人やかかわっている人に嫌悪感を抱き偏見や差別して遠ざ

けようとする。このように、新型コロナウイルスは３つの顔を持って、私たちの生活に影響を及ぼ

します。 

このウイルスとの戦いは、長期戦になるかもしれません。それぞれの立場で出来ることを行い、

みんなで１つになって負のスパイラルを断ち切りましょう。 

 【もし自分が感染してしまったら】 

国内の感染者数は減少傾向ですが、感染経路が不明の患者さんは依然として多い状況です。いつ感染

者が出ないとも限らないと考えられます。自分が感染してしまったらと考えただけで誰だってパニック

になるでしょう。もし仮に本校の関係者から陽性者が出たとしても、「その本人を特定するような言動は

しない。」「本人、そのご家族を責めたり、非難したりしない。」など冷静な行動をお願いします。 

 

 



＜１１月の予定＞下校時刻 16 時 30 分 

２日（木）集金日・PTA 会費集金 

５日（金）なでしこ祭 

８日（月）三者相談～15 日（月）まで 

１２日（金）市教研全員研修会  

１３日（土）第２土曜授業日 

１６日（火）ロードレース大会 

１８日（木）1 年生非行防止教室 

１９日（金）生徒会選挙・専門委員会 

２０日（土）テスト前、諸活動停止 

２２日（月）火曜日課 

２４日（水）生徒朝会 

２５日（木）期末テスト 

２６日（金）期末テスト 

２７日（土）赤間川清掃 

３０日（火）学校朝会 

 

 

 

入間川中の学力について           全国学力・学習状況調査 

埼玉県学力学習状況調査           令和３年５月２７日（木）実施 

令和３年５月１２日（水）実施        平均正答率  実施は 3 年のみ 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均正答率 

１年は小学校の内容、２年から英語を実施。 
   １年 ２年 ３年 

国

語 

入間川中 63.8 58.5 64.7 

狭山市 61.7 62.1 67.0 

埼玉県 61.3 63.1 68.1 

本校の伸び ＊ ＋1 ＋２ 

数

学 

入間川中 63.5 57.8 64.0 

狭山市 61.2 60.4 60.6 

埼玉県 59.4 59.1 58.1 

本校の伸び ＊ ＋2 ＋3 

英

語 

入間川中  59.9 57.2 

狭山市  60.7 60.5 

埼玉県  62.6 60.0 

本校の伸び  ＊ ＋1 

＜１０月の予定＞下校時刻 17 時 

 １日（金）英語検定 

５日（火）中間テスト・集金日 

６日（水）中間テスト・川中タイム 

９日（土）第２土曜授業日 

１２日（火）学校朝会 

１３日（水）４市テスト・川中タイム 

１４日（木）専門委員会・学年別体育祭 

１９日（火）市内駅伝・学年朝会 

３年修学旅行荷物搬入 

２０日（水）修学旅行～２２日（金）まで 

２６日（火）生徒朝会 

２７日（水）川中タイム 

２８日（木）専門委員会 

２９日（金）１年生アダプトプログラム 

（河原清掃）・３年生進路保護者会 

 

 

 

教科   ３年 

国語 入間川中 ６２ 

  狭山市 ６４ 

  埼玉県 ６５ 

  全国 ６４．６ 

数学 入間川中 ５５ 

  狭山市 ５７ 

  埼玉県 ５７ 

  全国 ５７．２ 

 

 

＊２年数、３年国・数においては大きな伸びが見

られました。 

＊特に２,３年生は国・数ともに生徒の学力を伸ば

した割合は県の平均を上回っていました。 

＊学習や生活についての質問紙調査から見られる

傾向は、「時刻を守る」、「丁寧な言葉づかい」は

よくできていました。 

 ・「整理整頓」「話を聞き発表する」は全校生徒

の課題です。 

  

 

＊国・数ともに平均を下回っています。 

・国語は言語についての知識理解は全国平均を

上回っていました。読む力に課題があります。

数学は資料の活用力、数学的技能は全国平均

を上回っていました。図形の問題の正答率で

５ポイント近く下回っていて課題となってい

ます。 

 

＊質問紙から見られる傾向は、 

 ・全体的に基本的生活習慣が身についていま

す。 

 ・学校の規則を守っている生徒が大半です。 

 ・「自分には良いところがある」「夢や希望を

持っている」「家で自分で計画を立てて勉強

している」と答えた生徒が全国平均より高

い結果がでています。 

  


